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11月23日、保健福祉センターで「市ほう賞式」が行われました。教育、
文化、保健衛生の向上に尽くされた方や優れた技術で社会に貢献された
方など、次の79名、2団体の方々が「ほう賞」を受けられました（敬称略）。

市ほう賞式

【
市
議
会
議
員
と
し
て
10
年
以
上
在
任

さ
れ
た
人
】

斎
藤
一
保
（
30
年
、
山
谷
町
2
）

笠
原
順
子
（
15
年
、
北
上
新
田
）

霖
戸

彦
（
15
年
、
小
口
）

野
澤
洋
子
（
15
年
、
新
町
3
）

【
市
の
執
行
機
関
と
し
て
の
委
員
会
の

委
員
も
し
く
は
委
員
と
し
て
10
年
以
上

在
任
さ
れ
た
人
】

笠
原
三

男
（
15
年
、
北
上
新
田
）

【
市
の
非
常
勤
特
別
職
に
10
年
以
上
在

任
さ
れ
た
人
】

●
産
業
医

闍
塚
忠
司
（
22
年
、
本
町
1
）

●
学
校
医

吉
川
英
世
（
39
年
、
東
京
都
）

大
坂
森
男
（
36
年
、
新
町
1
）

坪
田
孝
文
（
10
年
、
新
潟
市
）

●
学
校
歯
科
医

小
林
一
彦
（
25
年
、
金
沢
町
1
）

五
十
嵐
勤
（
10
年
、
新
潟
市
）

齋
藤
善
和
（
10
年
、
善
道
町
1
）

●
心
身
障
害
児
就
学
指
導
委
員
会
委
員

下
條
ま
き
ゑ
（
11
年
、
新
潟
市
）

●
青
少
年
指
導
員

石
川
章
（
10
年
、
中
新
田
）

古
田
治
（
10
年
、
川
根
）

澤
田
保
（
10
年
、
大
鹿
）

坪
谷
雅
一
（
10
年
、
滝
谷
町
）

雕
柄
正
義
（
10
年
、
草
水
町
3
）

●
体
育
指
導
委
員

阿
部
久
仁
夫
（
10
年
、
結
）

井
上
恵
子
（
10
年
、
新
金
沢
町
）

●
食
生
活
改
善
推
進
員

小
檜
山
玲
子
（
28
年
、
満
願
寺
）

田
邉
ヨ
リ
（
28
年
、
新
栄
町
）

伊
藤
茂
子
（
26
年
、
東
島
）

瀬
田
松
清
子
（
22
年
、
金
沢
町
2
）

中
村
ハ
ナ
エ
（
22
年
、
秋
葉
2
）

荒
木
ト
シ
イ
（
19
年
、
柄
目
木
）

佐
々
木
良
子
（
19
年
、
荻
島
2
）

澤
田
愛
子
（
19
年
、
下
興
野
町
）

遠
藤
幸
子
（
17
年
、
金
沢
町
2
）

大
竹
ま
り
子
（
17
年
、
出
戸
）

近
藤
洋
子
（
17
年
、
車
場
3
）

渋
谷
知
栄
子
（
17
年
、
新
金
沢
町
）

樋
口
正
子
（
17
年
、
車
場
1
）

三
星
チ
ヱ
子
（
17
年
、
山
谷
町
3
）

江
口
和
子
（
15
年
、
川
根
）

片
岡
チ
イ
子
（
15
年
、
出
戸
）

小
嶋
幸
子
（
15
年
、
田
家
1
）

樋
口
美
治
子
（
15
年
、
下
興
野
町
）

闊
霖
宏
子
（
15
年
、
梅
ノ
木
）

小
林
信
子
（
13
年
、
小
戸
上
組
）

雕
田
悦
子
（
13
年
、
秋
葉
1
）

佐
々
木
淳
子
（
10
年
、
山
谷
町
2
）

●
母
子
保
健
推
進
員

田
村
芳
子
（
24
年
、
飯
柳
）

小
島
千
栄
子
（
22
年
、
本
町
3
）

佐
々
木
淳
子
（
22
年
、
山
谷
町
2
）

小
川
信
子
（
20
年
、
中
沢
町
）

笠
原
順
子
（
20
年
、
北
上
新
田
）

雕
柄
ま
さ
い
（
20
年
、
割
町
）

小
嶋
幸
子
（
18
年
、
田
家
1
）

佐
藤
陽
子
（
18
年
、
本
町
2
）

小
林
俊
子
（
14
年
、
山
谷
町
2
）

瀬
田
松
清
子
（
14
年
、
金
沢
町
2
）

闍
橋
芳
江
（
14
年
、
金
津
）

鳥
井
裕
子
（
14
年
、
六
郷
）

小
幡
啓
子
（
12
年
、
新
町
1
）

田
辺
田
鶴
子
（
12
年
、
こ
が
ね
町
）

【
科
学
、
芸
術
、
技
芸
、
教
育
な
ど
文

化
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
人
】

●
地
域
の
史
跡
を
守
り
、
会
津
と
の
文

化
交
流
に
貢
献

浅
見
浩
英
（
大
安
寺
）

浅
見
雄
司
（
大
安
寺
）

昆
忠
司
（
大
安
寺
）

●
社
会
教
育
の
向
上
に
貢
献

竹
村
チ
ヨ
子
（
朝
日
）

●
地
域
の
伝
統
芸
能
の
継
承
な
ど
を
通

じ
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

本
間
忠
雄
（
市
之
瀬
）

【
保
健
衛
生
ま
た
は
体
育
の
向
上
に
尽

く
し
た
人
】

●
地
域
の
環
境
美
化
と
衛
生
の
向
上
に
貢
献

五
十
嵐
孝
男
（
程
島
）

●
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
と
社
会
参

加
に
取
り
組
み
精
神
保
健
福
祉
に
貢
献

北
上
一
丁
目
町
内
会

●
市
民
各
層
の
健
康
づ
く
り
に
貢
献

大
坂
森
男
（
新
町
1
）

●
少
年
野
球
の
指
導
者
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
貢
献

原
富
夫
（
車
場
1
）

【
道
路
、
河
川
、
公
園
な
ど
公
共
施
設
の

設
置
や
維
持
管
理
に
尽
く
さ
れ
た
人
】

●
道
路
や
河
川
な
ど
地
域
の
環
境
改
善

に
貢
献

古
田
亮
（
朝
日
）

●
地
域
内
公
園
の
美
化
、維
持
管
理
に
貢
献

深
井
昭
司
（
大
蔵
）

安
部
彦
之
（
さ
つ
き
野
町
）

【
社
会
福
祉
の
増
進
に
尽
く
さ
れ
た
人
】

●
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
な
ど
社
会
福

祉
の
増
進
に
貢
献

闍
塚
壯
一
（
善
道
町
2
）

●
障
害
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献

関
根
正
英
（
日
宝
町
）

【
そ
の
他
市
行
政
に
積
極
的
に
協
力
、

援
助
さ
れ
た
人
】

●
市
政
発
展
の
た
め
多
額
の
寄
附

吉
田
力
夫
（
東
京
都
）

吉
田
克
也
（
東
京
都
）

株
式
会
社
闍
儀
（
三
条
市
）

●
公
園
整
備
に
資
す
る
た
め
彫
刻
を
寄
附

佐
々
木
一
榮
（
北
上
新
田
）

●
農
家
組
合
長
と
し
て
地
域
農
業
の
発

展
に
貢
献

土
屋
健
一
（
梅
ノ
木
）

●
統
計
調
査
員
と
し
て
市
政
の
発
展
に
貢
献

遠
山
英
子
（
川
口
）

【
優
れ
た
技
能
で
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
人
】

●
理
容
師

川
口
秀
治
（
朝
日
）

●
時
計
修
理
職

澤
田
光
利
（
本
町
2
）

●
畳
職

寺
尾
福
治
（
草
水
町
1
）

●
屋
根
職

三
村
勉
（
金
沢
町
1
）

●
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
職

柳
田
宗
雄
（
本
町
2
）

●
製
菓
技
術
師

桑
原
文
夫
（
新
金
沢
町
）

●
大
工

風
間
正
榮
（
北
）

中
澤
豊
（
北
上
2
）

●
調
理
師

今
井
昭
（
新
金
沢
町
）

●
美
容
師

内
藤
洋
子
（
金
沢
町
4
）

盪

目
指
し
ま
す
。

時
代
の
流
れ
と
な
っ
て
い
る
少
子
化
・
高

齢
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
女
性
の
社
会

進
出
や
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ

て
、
男
女
が
共
に
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
が

で
き
る
よ
う
支
援
し
、
ま
た
元
気
な
高
齢
者

が
健
康
を
維
持
し
な
が
ら
社
会
参
加
が
で
き

る
よ
う
に
市
民
活
動
を
盛
り
立
て
る
こ
と
な

ど
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

将
来
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
新
潟
薬
科
大

学
を
核
と
し
て
産
・
学
・
官
・
地
域
が
連
携
し
、

生
命
科
学
に
関
連
す
る
知
識
の
集
積
と
技
術

開
発
を
進
め
る
た
め
の
中
核
的
拠
点
と

な
る
「
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
推
進

機
構
」
を
設
立
し
、
構
想
の
実
現
に
向

け
て
歩
み
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
昨
年
、
国
内
で
初
め
て
行
っ

た
中
学
生
に
よ
る
遺
伝
子
組
換
え
実
験

を
引
き
続
い
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
市
民
意
識

の
啓
発
を
図
り
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
を
増
す
の
に
欠
か
せ
な
い

交
流
の
促
進
に
つ
い
て
は
、「
道
の
駅
」

の
指
定
や
新
津
駅
舎
の
建
替
え
な
ど
に
よ
り

交
流
人
口
を
増
や
し
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

当
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
緑
の
風
薫
り

笑
顔
ゆ
き
か
う
　
ふ
れ
あ
い
文
化
都
市
」
を

目
指
し
て
、ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
平
成
十
五
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で

ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
県
内
で
は
信

濃
川
を
横
断
す
る
新
潟
み
な
と
ト
ン
ネ

ル
と
柳
都
大
橋
が
開
通
し
、
日
本
海
沿

岸
東
北
横
断
自
動
車
道
が
中
条
イ
ン
タ

ー
ま
で
供
用
開
始
す
る
な
ど
、
大
き
な

社
会
資
本
整
備
が
進
み
、
産
業
や
人
々

の
暮
ら
し
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

当
市
に
お
い
て
は
、
昨
年
四
月
に
待

望
の
新
潟
薬
科
大
学
応
用
生
命
科
学
部

が
開
学
し
、
そ
の
後
地
域
と
の
交
流
が

進
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
十
月
に
は

新
潟
地
域
合
併
問
題
協
議
会
に
加
入
し
、
十

二
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
政
令
指
定
都
市

の
実
現
に
向
け
て
研
究
を
始
め
て
お
り
ま
す
。

さ
て
今
年
は
、
景
気
低
迷
の
影
響
な
ど
に

よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
環
境
基
本

計
画
の
推
進
、
少
子
化
・
高
齢
化
へ
の
対
応
、

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
の
振
興
、
交
流
の
促
進

な
ど
に
取
り
組
み
、
市
民
の
福
祉
向
上
や
地

域
活
性
化
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

環
境
基
本
計
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

市
・
事
業
者
・
市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ご

み
の
減
量
化
や
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進

め
、
環
境
へ
の
負
荷
を
少
な
く
す
る
社
会
を

新春に寄せて
新
津
市
長

湯
田
　
幸
永

新
津
市
議
会
議
長

佐
々
木
　
富
夫

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。昨

年
は
、
経
済
不
況
に
よ
る
暗
い
世
相
を

払
し
ょ
く
す
る
こ
と
が
か
な
わ
ず
、ま
た
国
、

地
方
財
政
の
危
機
的
と
い
わ
れ
る
状
況
を
克

服
す
る
た
め
の
構
造
改
革
に
も
、
課
題
が
山

積
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る

年
と
な
り
、
厳
し
い
状
況
の
ま
ま
越
年
い
た

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
方
で
明
る
い
話
題
も
多

く
、
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に

お
け
る
日
本
人
選
手
の
活
躍
や
新
潟
ビ

ッ
グ
ス
ワ
ン
で
の
大
成
功
は
、
地
元
に

も
大
き
な
自
信
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
の
同
時
受
賞
は
、
国
際
的

に
も
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
国
民
に

自
信
と
希
望
を
与
え
、
地
道
な
努
力
が

素
晴
ら
し
い
結
果
を
生
む
と
い
う
証
左

で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

新
津
市
に
お
い
て
は
、
新
潟
薬
科
大

学
応
用
生
命
科
学
部
の
開
学
が
あ
り
ま

し
た
。
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
構
想

も
着
実
に
進
み
、
い
よ
い
よ
第
三
セ
ク

タ
ー
方
式
に
よ
る
設
立
準
備
が
な
さ
れ

て
、
二
十
一
世
紀
の
バ
イ
オ
産
業
が
、

こ
の
地
を
中
心
に
発
展
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
産
・
学
・
官
が

連
携
し
、
さ
ら
に
は
市
民
の
皆
様
と
と
も
に

は
ぐ
く
み
、
地
域
経
済
の
発
展
に
つ
な
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
新
津
市
初
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
は
、
市
民
の

皆
様
に
よ
る
も
の
で
あ
り
大
変
心
強
く
、
新

し
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
期
待
が

持
て
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
九
月
定
例
市
議
会
で
新

潟
地
域
合
併
問
題
協
議
会
加
入
の
予
算

が
可
決
さ
れ
て
、
正
式
に
協
議
会
に
参

加
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
合
併
は

手
段
で
、
政
令
指
定
都
市
が
目
的
と
い

う
共
通
認
識
の
も
と
で
、
十
二
市
町
村

の
総
意
と
し
て
政
令
指
定
都
市
の
実
現

を
目
指
す
決
議
が
な
さ
れ
、
合
併
論
議

が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
地
方
分
権
改
革
推
進
会
議

の
最
終
報
告
に
も
「
地
方
の
創
意
工
夫

の
発
揮
と
知
恵
と
ア
イ
デ
ィ
ア
の
地
域

間
競
争
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
、
地
方

の
活
性
化
と
発
展
に
結
び
つ
く
」
と
あ

り
ま
す
。
自
主
・
自
立
を
図
る
「
器
」

に
つ
い
て
い
か
に
あ
る
べ
き
か
、
活
発

な
議
論
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
市
議
会
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
住
民
自
治
の
原
則

に
従
い
誠
心
誠
意
努
力
し
、
市
民
の
皆
様
の

ご
期
待
に
そ
え
る
よ
う
決
意
を
新
た
に
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

求められる地方の個性


